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日 付  平成 30年 11月８日（木） 

時 間  午後６時 30分～午後８時 30分 

場 所  大竹市役所 １階休憩室 

出席者 

【委 員】 

 

 

 

 

 

 

 

委員 11名 

 会 長：日域 究  （学校法人 大竹学園 大竹中央幼稚園） 

委 員：西村 いづみ（県立広島大学） 

小西 啓二 （大竹市小学校校長会） 

     村田さつき （知恩保育園保護者会） 

     林  未央 （大竹市ＰＴＡ連合会） 

大知 恭子 （大竹市保育連盟） 

    井 賢治 （社会福祉法人 大竹市社会福祉協議会） 

日野 浩爾 （一般社団法人 大竹青年会議所） 

     中村 典子 （連合広島大竹・廿日市地域協議会） 

福中 久美子（大竹市民生委員児童委員協議会） 

     築地 富美 （大竹市民生委員児童委員協議会） 

【事務局】 事務局 

米中 和成 （健康福祉部部長） 

金子しのぶ （健康福祉部福祉課長） 

柿本 剛  （教育委員会事務局生涯学習課長） 

坂井 渉  （教育委員会事務局生涯学習課 課長補佐兼青少年育成係長） 

元田 香織 （健康福祉部保健医療課保健予防係長） 

荒田 和子 （健康福祉部福祉課課長補佐） 

丸茂 宣潔 （健康福祉部福祉課児童係長） 

武田 宜裕 （健康福祉部福祉課主査） 

欠席者 

 

委員４名  

寺岡 公章 （大竹市青少年育成市民会議） 

清水 舞圭 （立戸保育所保護者会） 

宮下 文恵 （大竹中央幼稚園保護者会） 

田代 智子 （ＮＰＯ法人 子育てハッピーネットほのぼのん） 

議 題 

 

（１） 大竹市の教育・保育及び子ども・子育て支援に係る現状について 

① 大竹市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について 

② 待機児童の状況について 

③ さかえ保育所の認定こども園化について 

（２）大竹市公立保育所等再編基本方針について 

（３）その他 

配布資料 

 

 

 

次第  平成 30年度第１回大竹市子ども・子育て会議次第 

資料１   大竹市子ども・子育て会議名簿／事務局名簿 

資料２   「大竹市子ども・子育て会議」について 

資料３   大竹市附属機関設置に関する条例 

資料４－１ 教育・保育量の確保の状況 

資料４－２ 地域子ども・子育て支援事業の進捗状況 

資料５   平成 30年度 保育所待機児童数集計表 

平成 30年度 第 1回大竹市子ども・子育て会議 会議録 
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資料６   さかえ保育所（私立）の認定こども園化について  

資料７   大竹市公立保育所等再編基本方針（案） 

資料７別添 大竹市公立保育所等基本方針（案）概要版 

資料８   公立保育所等再編基本方針（素案）説明会結果概要 

資料９   大竹市公立保育所等基本方針（素案）に対する意見募集結果 
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【開会】 

事務局 

 

 

 

健康福祉部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

本日は，皆様には公私ともお忙しい中，お集まりいただき誠にありがと

うございます。時間になりましたので，ただいまから，平成 30年度第１回

大竹市子ども・子育て会議を開催いたします。開催にあたりまして，本市

健康福祉部長の米中和成より，ご挨拶申し上げます。 

皆さん、こんばんは。大竹市健康福祉部長の米中と申します。本日はお

忙しい中，大竹市子ども・子育て会議にお集まりくださいまして，誠にあ

りがとうございます。 

本年度第１回目の開催ということで，昨年度から引き続き委員をお務め

くださる皆様におかれましては，ご多忙な中，ご協力を賜りまして，あら

ためてお礼申し上げます。また，昨年度委員を務めていただきました，広

島大学大学院の七木田敦様が，諸般の事情により，任期途中で退任されま

して，今年度から新たに，学識経験者の方といたしまして，県立広島大学

の西村様が，快く委員を引き受けてくださいました。後ほどご挨拶を賜り

たいと存じますが，まずはこの場をお借りしましてお礼申し上げます。あ

りがとうございます。 

さて，平成 27年度から子ども・子育て支援新制度が開始され，各自治体

において子ども・子育て支援事業計画に沿った様々な取組みが行われてお

ります。本市におきましても，大竹市子ども・子育て支援事業計画に基づ

き，教育・保育の量の確保や，各種の子ども・子育て支援事業に取り組ん

でおるところでございます。今年度は，５年間の計画期間の４年目に当た

ります。 

再来年，2020年度からは，新たな子ども・子育て支援事業計画を策定し，

現在の課題などを踏まえ，さらなる子ども・子育て支援施策の充実に取り

組んでいく必要がございます。その中でも，現在本市が進めております，

公立保育所等の再編につきましては，今回の会議でもご審議いただきます

が，今後の本市の子ども・子育て支援の方向性の大きな柱となる，大変重

要な案件でございます。 

この大竹市子ども・子育て会議は，教育・保育施設の利用定員の設定や，

大竹市子ども・子育て支援事業計画の策定・変更等についてご意見をいた

だくとともに，本市の子ども・子育て支援施策の総合的かつ計画的な推進

に関し必要な事項等を調査審議していただくことも，大きな役割でござい

ます。是非，委員の皆様におかれましては，それぞれの立場から忌憚のな

いご意見をいただき，本市の子ども・子育て支援施策のさらなる推進と，

大竹市子ども・子育て支援事業計画が目指す「子育てをしてみたいまち・

大竹」の実現に向けて，ご尽力くださいますようお願い申し上げまして，

私からのご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

続きまして，次第の３「委員紹介」に移ります。本日は，今年度から新

たに委員にご就任くださいました，県立広島大学の西村いづみ様にご出席
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委 員 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会 長 

 

 

事務局 

 

会 長 

いただく最初の会議ということで，大変恐縮ですが，西村様からぜひ，自

己紹介を兼ねてご挨拶を賜りたいと存じます。 

委員の皆様方にも，あらためてお一人ずつ自己紹介をお願いできればと

思います。 

 

＜委員全員，順番にあいさつ（自己紹介）＞ 

 

続きまして，事務局もご紹介させていただきます。 

 

＜事務局，あいさつ＞ 

 

ここで皆様へご案内いたします。この会議は，大竹市附属機関設置に関

する条例で定める市長の附属機関になっており，同条例第８条第２項によ

り，会議は委員の半数以上の出席で成立することとなっております。委員

総数は，15名でございます。本日の出席者は 11名ということで半数以上と

なっておりますので，会議が成立していることをご報告いたします。 

では，ここからの進行は会長にお願いしたいと思います。よろしくお願

いします。 

ありがとうございます。それでは，早速ですが，会議を進行してまいり

たいと思います。 

本日は，議題にありますように，①大竹市の教育・保育及び子ども・子

育て支援に係る現状について。そして，②大竹市公立保育所等再編基本方

針について。この２つを中心に会議を進めてまいります。このことは，こ

れからの大竹市の子育て環境を決定する重要な案件であるだけでなく，大

竹市のまちづくりや町の継続性にすら影響を与える大切な問題であると思

います。行政が出来る地域活性化策の中で，子育てサービスの充実という

ものが，一番効果が見えやすいのではと思っています。せっかくですので，

是非，積極的に意見を交わし合っていただき，有意義な時間となりますよ

う，皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

それでは会議に入ります前に事務局より資料の確認をお願いします。 

 

＜事務局より本日の配布資料について説明＞ 

 

続いて，本日の議題や日程について，あらためて事務局より説明をお願

いします。 

 

＜事務局より本日の議題について説明＞ 

 

それでは，議題に入ります。 
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事務局 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

会 長 

まず「（１）大竹市の教育・保育及び子ども・子育て支援に係る現状につ

いて」について，事務局から説明をお願いします。 

 

＜事務局より，議事(１)「大竹市の教育・保育及び子ども・子育て支援

に係る現状について」について説明＞ 

 

ただいま事務局から説明のありました内容につきまして，ご質問やご意

見がございましたら，ご発言をお願いします。 

この資料を見ただけでは，なかなか具体的に理解することは難しいと思

いますので，さかえ保育所の認定こども園化について，なぜ認定こども園

にするのか，より具体例をあげて説明してもらえますか。 

 現在さかえ保育所の認可定員は 150 名です。これを認定こども園化する

ことで，１号認定，つまり教育を利用する子ども 15名が新たに加わります。

教育利用の場合は，保護者の就労に関係なく利用できますが，預かる時間

は標準で４時間となっています。 

一方，保育の場合，保育の必要量の区分として，最大 11時間の「標準時

間」認定と，最大８時間の「短時間」認定の２つの区分があります。 

つまり，教育を利用する子どもと，保育を受ける子どもでは，利用時間

が異なるのですが，さかえ保育所の認定こども園化に当たっては，教育を

利用する子どもも，保育の短時間認定と同じ８時間預かる形にしています

ので，就労状況が変化しても，認定区分を変更することで退所しなくて済

むようになります。保護者の就労状況に関わりなく子どもを受け入れられ

ることが認定こども園の大きなメリットですので，市としても推奨してい

るところです。 

それは３歳～５歳の子どもを対象とした話なのでしょうが，保育と教育

ではカリキュラムが違うようにとれます。同じ施設の中で教育と保育，別々

の教室で預かることになるのでしょうか。 

 ３歳～５歳の１日の活動内容は共通です。認定区分でクラス分けするの

ではなく，同じ年齢であれば同じクラスで見ることになります。 

教育・保育に関する指針については，保育所は保育所保育指針，幼稚園

は幼稚園教育要領，幼保連携型認定こども園は幼保連携型認定こども園教

育・保育要領と分かれているのですが，近年の改正により，共通性を持た

せるようになっています。広島県の教育委員会が作成した「「遊び・学び・

育つひろしまっ子！」推進プラン」においても，教育・保育の一体性が強

調されています。 

 あくまでも保育は，ご両親が就労していることが前提ですが，就労して

なくても入れる枠が 15人分ある，という感じでしょうか。 

 受入枠という意味では，そういう言い方もできます。 

これは切実な問題で，大竹はまだそこまで待機児童が出ていませんが，
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都会に行くとずらりといるのです。一つの想定として，お母さんが出産を

し，育休を取ると（家にいるなら上の子どもを保育できるという意味で）

保育の必要性がなくなる。それなのに上の子どもを保育所に入れていると，

他の保護者から「仕事をしているのに自分の子どもは入れない」という声

が出てくる。また，他の事例として，仕事をやめたら保育所に預けられな

くなる場合もある。このような場合でも，１号認定という形で，児童が退

所することなく引き続き受入れができることになります。 

資料では，１号認定の定員は 15 名で，２号認定は 80 名になると書いて

ありますから，実際に入れる３歳から５歳の人数は 95名ということですか。 

年齢だけでいえば，そうなります。 

15名を超えると，入ることはできないのですか。 

 現在でも，さかえ保育所は定員超過しています。大きな超過が何年も続

くと給付費を減算するなどのルールがあり，常時定員を超えてもよいと市

からは言えませんが，職員体制が整っていれば定員を超えても受入れ可能

という場合もあると思いますので，今後の受入体制については協議してい

きたいと思っています。 

１号認定の受入れにルールはありますか。育休中・就活中など理由がな

いと入れないのか，それとも入りたい人はみんなウェルカムなのか。しっ

かりラインを決めておかないと，「あの人は入れてこの人は入れない」では

いけないと思います。お母さんの事情・お子さんの事情などルールを設け

る必要があると思います。 

大竹市においても大事な取り組みだと思うのですが，保育所は児童福祉

施設であり，母親の代わりに保育をする場ですが，これからは幼児教育も

大切だと思います。幼稚園も保育園も同じように幼児教育をしてもらいた

い。また，０歳から入った子と，途中から入った子の隔たりがないように

してほしいです。 

毎年，全ての保育所の保護者を対象にした保育所の安心・安全度を図る

アンケート調査を行っていますが，その中の意見として，保育所でも教育

をやってほしいという声があります。保育所の子どもと幼稚園の子どもが

小学校に上がった時に差が出ないようにと。保育所＝預かってもらってい

るだけというイメージもまだあるようですが，実際には保育所でも教育的

なことは積極的に行っています。ただ，認定こども園になることで，教育・

保育要領に沿って，教育と保育の差が生じないよう，より積極的に取り組

んでいけるのではないかと考えています。 

今，さかえ保育所に子どもを預けているのですが，受入れの間口が広が

ることはよいと思います。ただ，幼稚園と保育園の違いは何かと言われた

時，確かに小学校１年生の時に「気をつけ。礼。」をした時には違いが出る

かもしれないけど，６年生になった時に差があるかと言えば，そこまで差

はなく，単にその子の資質ではないかと思います。そういう意味では幼稚
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会 長 

 

園も保育所も関係ないと思います。市のアンケート調査に書かれた方は，

おそらく初めてお子さんを保育所に預ける方で，保育所のことをよく知ら

ない方じゃないでしょうか。１号認定で預けられる方は，園の説明会など

でその園を見て判断して選ぶと思います。 

それが親の責任のようなものですよね。私は主任児童委員として，赤ち

ゃん訪問をしていますが，岩国の幼稚園に上のお子さんを預けている方が

いました。そこの幼稚園に行かせたい，という考えからバスで送迎しても

らって。４か月の赤ちゃんでも，将来どこの園に入れるか思いをはせてい

るのが現実です。 

大竹市は幼稚園が１園で，他は全て保育所です。市町によってばらつき

がありますが，幼稚園に子どもを入れていても働いているお母さんが増え

ています。認定こども園の職員に聞いても，預かっているどの子が１号認

定で２号認定か分からないと言います。差がないなら保育所も幼稚園も一

本化すればいいと思います。 

認定こども園化で 15人分の枠が確保でき，教育の推進にも繋がるなら，

子どもたちにとっても良い流れだと思います。15 人の枠がもっと広がって

いけばよいと思います。 

改築工事は，子どもを保育している中で行われるのですか。 

法人との協議では，来年度から設計に入り，年度内に工事に着工すると

聞いています。新しい園舎は，現在の園庭側に建てるので，新しい建物が

できたらそちらに移り，古い建物を解体するという流れで，保育に影響が

出ないようにしながら工事を進めていくと聞いています。 

資料５の 11月の待機児童に関して，保護者の方の私的な理由で待機とな

っている子が５名いますが，どういう理由で待機しているのですか。 

私的理由待機は，例えば立戸保育所を希望しているが空きがなく，他の

保育所なら入れる状況でありながら，保護者の希望で立戸保育所を入所待

ちしている，といった理由です。 

車がなくて，自転車にしか乗らない人でも私的理由になりますか。 

保護者が利用可能な交通手段を考えた時に，「空いている保育所に子ども

を預けたら勤務に間に合わない」というようなことがなければ，国の基準

では私的理由待機になります。 

例えば，山口に近い大竹地区の保育所に行きたいけれど，広島に近い玖

波地区の保育所しか空いていない。その場合，自転車にしか乗らない方で

あれば，勤務先が広島方面でないと厳しい。このような場合は待機児童と

して考えています。単に他の保育所が空いているから待機児童ではない，

ということではなくて，個々の家庭の事情を考慮した上で判断するという

ことです。 

待機ではあるけど，国の定義では私的な理由，という場合があるという

ことですね。 
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自宅近くの施設がよいけれど，遠くの施設しか空いていないのでそこに

行ってください，という場合，そこまでのタクシー代やバス代を市が助成

するなどの対応はされているのでしょうか。 

していません。 

子どもを預けている期間だけでも，待機児童解消のための物理的フォロ

ーとして検討してはどうでしょうか。どうしても立戸保育所がいいけれど

空いてなくて，他の保育所に行ってくださいと言われても，やはりその方

の事情がある。でもどうしても預けなければいけない方へは，何かしらの

フォローがいると思います。 

３人子どもがいた場合，自転車の方は遠くへ３人は連れていけないので，

毎日タクシー，というのはきついと思いますが，せめてバス利用のサポー

トを検討するなどはできないでしょうか。 

大竹市の待機児童の大きな原因は保育士不足にあります。全国的に保育

士が不足している中で，市の公立保育所は，認可定員上は余裕がありなが

ら，保育士が足りないので十分な受入れができない状況が続いていますの

で，まずは必要な保育士数を確保したいと考えています。 

また私立保育所についても，来年度から１・２歳児の受入促進のための

県の補助制度を活用し，私立保育所に対する人件費補助を行うことで，３

歳未満時の受入れを手厚くしていただきたいと思っています。 

公立保育所については，これまで臨時保育士の時給を少しずつ上げて呼

び込もうとしましたが，在籍中の保育士の引き止め効果はあったものの，

新たな採用にはなかなか繋がっていません。ですが保育士確保がやはり待

機児童解消の近道ですので，引き続き取り組んでいきたいと思います。 

ご意見をいただいた交通費助成については，なかなか難しいかなと思い

ますが，他市町の状況も確認してみます。 

待機児童が生じている以上，助成についても考えてみていただけたらと

思います。 

保育士がなかなか確保できないという話ですが，毎年必ず卒業生がいる

わけで，もちろん全員が保育施設に就職するわけではないと思うのですが，

例えば，その施設に魅力を感じるような呼び込みが要るのではないですか。

求人を出しただけでは誰も来ないと思います。ちょっとずつ賃金を上げて

いますといっても，広島市の方が待遇が良いとなったらそちらに行きます。 

例えば，大学在学中に大竹市の保育所に１～２週間教育実習に来ていた

だいて，そこで大竹は魅力的であることをＰＲしておく，というのもあっ

ていいと思います。いつでもウェルカムと構えていたところで，魅力ある

ものでなければ人は行かないので。卒業生は必ず毎年いるんですから，「大

竹の保育所を見に来ませんか」とこちらから出向いていって，１人でも２

人でも来てくれば助かるわけですから。 

大竹市に何年間か住んだら，奨学金を免除されるという取り組みがあり
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ましたよね。 

それは大竹市で借りている奨学金の免除ですよね。 

そうなんですが，例えば，市の奨学金じゃなくて他で借りたお金でも，

大竹の保育所に何年間か勤めたら何％かは免除しますよ，とかそういうも

のが少しでもあると，学生は行ってみようかなと思ってもらえるんじゃな

いかと思うのです。求人は出したけど来ない，ってそれだけじゃ来ないで

す。「行ってみよう」という一歩に繋がらない。 

この問題は難しいですね。確かに各自治体で保育士を呼び込んでいます

が，現実問題なかなか難しいので，どうか確保に向けての対応をよろしく

お願いします。 

今年度，広島県がどのくらいの潜在保育士が実際にいるかを調査し，そ

の結果を踏まえて様々な取組みを始めています。今日の中国新聞に掲載さ

れていましたが，同意のあった保育所の職員待遇等の情報を公開し，比較

できるサイトが開設されています。大竹市独自の取組みも必要ですが，県

などとの連携を強化していくことも重要と考えています。 

保育所の関係ということで，あえてこの場で言っておきたいことがあり

ます。阿多田島にある阿多田児童館ですが，平成 13年に児童福祉法が改正

されて以降，認可外保育施設についてルールが変わりましたが，大竹市は

ずっと児童館として運営を続けていますので，児童福祉法に反していると

思います。公立保育所等の再編基本方針（案）の中でも触れているようで

すが，平成 31年度から保育施設とするということでよかったでしょうか。 

（保育施設への転換について）議題２の中で説明させていただきます。 

 分かりました。たくさんのご意見ありがとうございました。この場では

時間の都合もあり，十分ご発言いただけていない方もいらっしゃるかもし

れませんが，ご意見・ご質問は，先に事務局から説明がありましたように，

用紙に記入の上，後日事務局へご提出ください。それでは，次の議題に入

ります。「（２）大竹市公立保育所等再編基本方針について」について，事

務局から説明をお願いします。 

 

＜事務局より，議事(２)「 大竹市公立保育所等再編基本方針について」

について説明＞ 

 

ありがとうございました。ただいま，事務局から説明のありました内容

につきまして，ご質問やご意見がございましたら，ご発言をお願いします。 

小方地区に整備予定の保育施設の場所はどこになりますか。 

市役所本庁舎の敷地内，昔テニスコートがあって現在は公用車や職員の

車を止めている場所を中心に計画しています。 

それはもう決定ですか。 

今から設計に入りますので，ほぼ決定と申し上げていいかと思います。 



 10 

会 長 

 

委 員 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そうはいっても正式に決定したわけではないからこの会議に諮っている

と思いますので，皆様のご意見をお願いします。 

職員の方の駐車場はどうなるのですか。 

職員用は他の場所を検討しています。現在の市役所の駐車場は，新施設

完成後は市役所来庁者と保育所・子育て支援センターの利用者用となり，

職員については，当面は利用の決まっていない小方小学校跡地などに停め

てもらう予定です。 

職員に遠くに車を停めさせて市役所のそばに保育所を作るなら，小方小

学校跡地に保育所を作ったらいいのではないかと思うのですが。 

小方小学校跡地も候補地として検討したのですが，小方のまちづくり構

想というのがありまして，小方小学校跡地と小方中学校跡地を一体的に活

用することになっているのですが，具体的な方針が出るのにまだ時間がか

かることから，保育所の老朽化対策や待機児童の解消に向けて待ったなし

の状況も踏まえると，市役所敷地内しかないと判断しています。 

加えて，保育施設・子育て支援センターと行政機関との機能連携という

点は当初から大きなポイントに挙げていましたので，同じ小方地区でも車

で行かなければいけない場所ではなく，なるべく徒歩圏内で，ワンストッ

プで完了できるようにしたいということで市役所本庁舎付近にしたいと。

子育て世代包括支援センター（ネウボラ）をはじめとして，様々な機能面・

人員面での具体的かつ確実な連携を行っていくためにも，同一敷地内に整

備することを，再編の大きな軸として考えています。 

基本方針に対する市民の反応ですが，資料８の保護者説明会でのアンケ

ート集計を見ますと，反対がない。回答がない方もいらっしゃいますが，

説明会に参加されたのが計 65名。この中に関係者がどのくらいいるか分か

りませんが，どういう方が聞きに来られているのかなと。これだけの回数

（６回）を開くのは大変だったと思いますが，保護者の方の参加が少ない

です。「おもしろそう」と思った方だけが参加されているようにしか見えな

くて，本当の声が反映されているのか不安があります。 

参加された方が少ないのは，小方地区の整備は早くて４年後，大竹地区

は６年後になるわけで，自分たちにはあまり関係のない話題であると。ま

た，公立保育所を無くすわけではなくて，（場所は変わるけど）建て替える

だけ，というのも関心が薄い原因かと思います。説明会が 19時からという

時間設定が，家庭を持つ方は夕食の準備・食事時間だから厳しいという意

見もありました。 

こうしたことから，意見聴取の補完の意味も含めて，各保育所にお子さ

んが通われている保護者の方に再度意見募集を行いました。市民向けのパ

ブリックコメントと合わせまして，意見を集約したものが資料９です。今

通っている保育所より距離が遠くなるとか，今の規模が好きなので大きく

なったら不安，という意見がありましたが，再編に反対という意見はあり
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ませんでした。関心が薄いのか，基本方針に賛成してくれているのかは分

かりません。 

この再編に直接関わってくる対象年齢が，現在１～２歳の子ども，また

はこれから産まれてくる子どもですよね。その子の保護者に説明するのが

ベストなんでしょうけど，難しい。保育所が集約されて子どもが集中する

と，連れて行くのが大変な人のために送迎バスを走らせるなど，お父さん

お母さんたちが子どもを連れて来られる仕組みがいるのかなと感じまし

た。意見はあるけど，６年後７年後となったら自分は関係ないから言って

も仕方ないという方もいらっしゃると思うので，大竹市の中で子どもが育

てやすいようにサポートできる環境づくりが必要と思います。 

もっと広い視野を持って，自分に子どもがいる・いないではなく，幅広

い考えをお持ちの方は意見を言っていってもらいたいですね。子育て環境

を良くすることが一番市にとって効果があると思います。他に意見があっ

たらお願いします。 

平成 32（2020）年度から，子育て支援包括センター（ネウボラ）を開設

する計画ということですが，私たち民生委員は，赤ちゃんのいる家庭の全

戸訪問に行った際に，どのお母さんからも言われるのが「なぜ大竹に産科

がないのか。どうして大竹で産めないのか。」という根本的な問題です。せ

っかく妊娠中からお母さんを支援するネウボラをやるなら，どうにか大竹

で子どもを産んで，出産後も安心して大竹で子どもを育てられるという環

境を整えられるように考えていただきたいと思います。岩国や廿日市で産

まなければというのがお母さんたちのネックになっているので，子どもを

産める環境を，予算的にも難しい部分はあると思うのですけれど，やっぱ

り一番の根幹かなと思いますので。保育所の整備も必要なのですが，大竹

市内で産めるようにすることを，検討していただきたいと思います。 

難しい問題ですが，皆さんの発言が大竹市をよくすることに繋がります。

他にありませんか。 

産科もですが，大竹市内に小児科の夜間受診が，昔はあったけど今はな

いですよね。息子が中学生の時，結局広島か岩国に行ってくださいと言わ

れて，夜間で道がよく分からない中で行かないといけないことがありまし

た。子どもは夜間，病状が急変することがとても多くて，そういう時に近

くに受診できる場所がないというのがネックです。やはり親は，緊急の場

合にすぐ診てほしいんです。西医療センターだと「お腹が痛い」程度では

行けないですし，救急車を呼ぶくらいの状況になれば行けますけど，そこ

までではないことも多いと思うので。 

その西医療も 20時までです。うちの子どもが，この前救急車で岩国の病

院に連れて行かれたのですが，びっくりしたのが，17,000 円の請求書をも

らって。岩国の病院で点滴をしてもらって，一応脳の検査もしてもらいま

したけど，広島県内だったら 500 円で済むのが，橋を渡って県が変わった
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らこの額でした。申請したら後で戻ってくるのですが，それでも戻ってく

るのは 6,000円くらいだったので。 

 県の制度はありますけれども，大竹市独自の制度があったらいいですね。

山口県境という特殊性もありますから，岩国の病院への受診くらいは何か

フォローできたらいいなという気がします。実際は大変でしょうけど。 

 産めない，病院に連れて行けないという状況ではね。 

 でも救急隊の方はすごく勉強されていて，本当に良くしていただいたの

で感謝を伝えてほしいです。 

小児の夜間医療の件ですが，調べましたところ，西医療センターについ

ては，平成 29年までは電話連絡の上で 20時まで対応できていたのですが，

小児科の一般外来の先生が１名体制になり，平成 29年６月から 17時 15分

までとなっています。また今年の１月からは，それまでの土・日・祝日対

応が日曜・祝日のみとなりました。他の小児科の医院は日曜・祝日は休診

ですから何とかそこはカバーしてもらっています。 

それから，県を越えると診療料金が高くなると先ほど委員が話された件

ですが，岩国医療センターでは，初診の場合，時間外選定療養費（5,400円）

に加え，初診時選定療養費（5,400円）がかかります。ただし，診療の結果，

入院となった場合は，時間外の費用はかかりません。これらのことから，

橋を渡って県外の病院で受診したからということではなく，委員が支払わ

れた金額についても，その部分の金額を支払われた計算になっているかと

思います。 

保育所の再編に戻りますが，反対はゼロということで，特別反対する根

拠がないように思いますので，市民の皆さんは賛成と捉えてもいいと思い

ますが如何でしょうか。 

どちらとも言えないというのが本当のところじゃないでしょうか。反対

もしないけれど賛成もしないというのが。 

 現実問題として，なかはま保育所も立戸保育所も，送迎の時の車の混雑

は大変ですね。事故発生の危険がなきにしもあらずと思います。  

事故のリスクもありますし，近隣の方の住環境への影響もあります。大

竹市は都会ではありませんが，住宅密集地に立地していますので，送迎の

際の路駐への苦情もあります。また今年度は，豪雤災害の発生もあって災

害への不安が高まっており，現在の場所は不安という声は非常に多く聞か

れます。立戸保育所は裏側が急傾斜地ですから，大規模災害への対応とい

う点では，施設改修だけでは根本的な解決にはならない，保護者の本当の

安心には繋がらないと考えていますので，ぜひ早急に取り組みたいと思っ

ています。 

 その立戸保育所は，一時保育専用の部屋があると聞いたのですが。 

 はい，専用の部屋で行っています。 

 大事な取り組みだと思いますが，公立で実施しているのは立戸だけです
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か。 

 正式には「一時預かり事業」という名称で，公立では立戸保育所のほか

に本町保育所でも行っています。ただし本町保育所では混合保育になりま

す。一時預かり事業は，小方の新施設においても引き続き行っていく予定

です。また私立でも，引き続き全ての施設で行っていきたいと思います。 

義務教育の観点から一つお願いがあります。学校現場では，小学校と中

学校を繋ぐということについて，県教委とも協力して強化していきたいと

考えています。ぜひ未就学段階から小学校へ繋ぐ，ということについても，

きちんと教育委員会と手を取ってやっていただきたいと思います。 

 この基本方針（案）ですが，変更があれば変更し，変更などの提案がな

ければ原案どおりで承認し，この方向性で進めていっていただくというこ

とでよろしいでしょうか。 

 

＜変更等の意見なし ⇒ 承認＞ 

 

ありがとうございました。 

 では最後の議題（３）「その他」ですが，事務局から何かありますか。 

事務連絡になりますが，委員の皆様の任期は今年度いっぱい，平成 31年

３月 31日までとなっています。今年度の会議は２回を予定しており，２回

目の会議を，できれば 12月中に開催したいと考えています。 

その会議の内容ですが，平成 32年度から５年間を計画期間とする「第二

期子ども・子育て支援事業計画」の策定に向けて，現在，委託事業者の選

定に取り掛かっています。第二期計画の策定にあたっては，前回計画と同

様に保護者からのニーズ調査を行い，計画作成の基礎資料とする予定です。

このニーズ調査は，国のモデル調査項目をベースに市独自の設問も採り入

れながら調査票を作成します。11月中旬から下旬には委託事業者が決まり，

ニーズ調査の実施に向けて事業者と協議を行いますので，調査項目の案が

できましたらこの会議にお示しして，皆様のご意見も踏まえて決定したい

と考えています。 

年の瀬でお忙しいとは思いますが，12 月中旬を目途に開催できたらと考

えていますので，日程調整にご協力をお願いいたします。 

 最後に，今回から委員になられました西村様にも，初めての会議という

ことで，大竹の現状も聞かれた上で感想などを頂けないでしょうか。 

 大竹ならではの事情があるのかなと思って聞かせていただきました。質

問は，また後日送付させていただきます。 

 これで会議を終わります。長時間に渡りありがとうございました。 

 

 


